
JP 2018-510523 A 2018.4.12

(57)【要約】
本開示は無線通信装置と無線通信方法とに関する。当該
無線通信装置は一つ又は複数のプロセッサーを含む。当
該プロセッサーは、基地局からのユーザー機器固有参照
信号に基づいて基地局からユーザー機器への等価チャネ
ルを推定し、推定された等価チャネルに基づいて基地局
へフィードバックするためのチャネル状態指示を生成す
るように構成されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザー機器側に用いられる無線通信装置であって、
　基地局からのユーザー機器固有参照信号に基づいて前記基地局から前記ユーザー機器へ
の等価チャネルを推定し、
　推定された等価チャネルに基づいて前記基地局へフィードバックするためのチャネル状
態指示を生成するように構成されている一つ又は複数のプロセッサーを含む無線通信装置
。
【請求項２】
　前記ユーザー機器固有参照信号は、前記ユーザー機器のための復調参照信号を含む請求
項１に記載の無線通信装置。
【請求項３】
　前記ユーザー機器固有参照信号は前記基地局によりプリコーディングされ、且つ前記等
価チャネルは前記基地局から前記ユーザー機器への物理チャネルと、相応するプリコーデ
ィング行列との乗算となる請求項１に記載の無線通信装置。
【請求項４】
　前記チャネル状態指示は等価チャネル品質指示を含み、前記一つ又は複数のプロセッサ
ーは推定された等価チャネルに基づいて量子化処理を行って前記等価チャネル品質指示を
生成する請求項１-３のいずれか一項に記載の無線通信装置。
【請求項５】
　前記チャネル状態指示は、等価チャネル方向インデックスと、プリコーディング行列イ
ンデックスと、ランクインデックスとの中の一つ又は複数をさらに含む請求項４に記載の
無線通信装置。
【請求項６】
　前記一つ又は複数のプロセッサーは、さらに、前記ユーザー機器に割り当てられた特定
の伝送リソース上に前記ユーザー機器固有参照信号を検出するように構成され、前記チャ
ネル状態指示はサブバンドチャネル状態情報を含む請求項１-３のいずれか一項に記載の
無線通信装置。
【請求項７】
　前記一つ又は複数のプロセッサーは、さらに、基地局からのセル固有参照信号又は/及
びセルチャネル推定参照信号に基づいて前記基地局から前記ユーザー機器へのチャネルを
推定するように構成されている請求項１-３のいずれか一項に記載の無線通信装置。
【請求項８】
　前記一つ又は複数のプロセッサーは、ユーザー機器固有参照信号に基づいて推定された
等価チャネル、及びセル固有参照信号とセルチャネル推定参照信号との少なくとも一つに
基づいて推定されたチャネルを使用して前記基地局へフィードバックするためのチャネル
状態指示を統合して生成するように構成されている請求項７に記載の無線通信装置。
【請求項９】
　前記一つ又は複数のプロセッサーは、ユーザー機器固有参照信号に基づいて推定された
等価チャネル、及びセル固有参照信号とセルチャネル推定参照信号との少なくとも一つに
基づいて推定されたチャネルに対して、前記基地局へフィードバックするためのチャネル
状態指示をそれぞれ生成するように構成されている請求項７に記載の無線通信装置。
【請求項１０】
　前記無線通信装置は前記ユーザー機器であり、且つ前記無線通信装置は送受信装置をさ
らに含み、前記送受信装置は前記基地局へ前記チャネル状態指示を送信するように構成さ
れている請求項１-３のいずれか一項に記載の無線通信装置。
【請求項１１】
　前記送受信装置は、さらに、前記基地局からの通知を受信するように構成され、前記通
知は前記ユーザー機器により前記チャネル状態指示を送信するかどうかを指示する請求項
１０に記載の無線通信装置。
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【請求項１２】
　前記送受信装置は、物理上りリンク制御チャネル又は物理上りリンク共有チャネルによ
り前記チャネル状態指示を送信するように構成されている請求項１０に記載の無線通信装
置。
【請求項１３】
　ユーザー機器が行う無線通信方法であって、
　基地局からのユーザー機器固有参照信号に基づいて前記基地局から前記ユーザー機器へ
の等価チャネルを推定し、
　推定された等価チャネルに基づいて、前記基地局へフィードバックするためのチャネル
状態指示を生成することを含む無線通信方法。
【請求項１４】
　基地局側に用いられる無線通信装置であって、
　プリコーディングされたユーザー機器固有参照信号を送信し、ユーザー機器が当該ユー
ザー機器固有参照信号に基づいてフィードバックするチャネル状態指示を受信するように
構成されている送受信装置と、
　前記チャネル状態指示に基づいて前記基地局の通信リソーススケジューリング方式と、
マルチアンテナプリコーディング方式と、変調符号化モードとのうちの少なくとも一つを
調整するように構成されている一つ又は複数のプロセッサーとを含む無線通信装置。
【請求項１５】
　前記ユーザー機器固有参照信号は前記ユーザー機器のための復調参照信号を含む請求項
１４に記載の無線通信装置。
【請求項１６】
　前記チャネル状態指示は、等価チャネル品質指示を含み、前記等価チャネルは前記基地
局から前記ユーザー機器への物理チャネルと、相応するプリコーディング行列との乗算と
なる請求項１４に記載の無線通信装置。
【請求項１７】
　前記前記チャネル状態指示は、等価チャネル方向インデックスと、プリコーディング行
列インデックスと、ランクインデックスの中の一つ又は複数をさらに含む請求項１６に記
載の無線通信装置。
【請求項１８】
　前記送受信装置は、さらに、セル固有参照信号又は/及びチャネル状態情報参照信号を
送信し、前記ユーザー機器からの、前記セル固有参照信号又は/及び前記チャネル状態情
報参照信号に基づいて推定されたチャネル状態情報を含むフィードバック情報を受信する
ように構成され、且つ、
　一つ又は複数のプロセッサーは、さらに、前記フィードバック情報に基づいて前記通信
リソーススケジューリング、前記マルチアンテナプリコーディング方式、又は前記変調符
号化モードの初期設定を確定するように構成されている請求項１４-１６のいずれか一項
に記載の無線通信装置。
【請求項１９】
　前記一つ又は複数のプロセッサーは、前記基地局がマルチユーザ多入力多出力スケジュ
ーリングを行う場合に、前記チャネル状態指示が指示するチャネル品質が所定のレベルよ
りも低いと、現在のユーザースケジューリング方式を、候補の通信リソーススケジューリ
ング方式の集合から選択する他の一つの通信リソーススケジューリング方式に変更するよ
うに構成されている請求項１４-１６のいずれか一項に記載の無線通信装置。
【請求項２０】
　前記集合は、推定された通信レートに従ってソートされる複数の候補の通信リソースス
ケジューリング方式を含む請求項１９に記載の無線通信装置。
【請求項２１】
　前記ソートに基づいて前記集合から通信リソーススケジューリングの初期設定を選択す
る請求項２０に記載の無線通信装置。
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【請求項２２】
　前記チャネル状態指示に基づいて確定した通信レートと、候補の通信リソーススケジュ
ーリング方式の推定通信レートとを比較することで、前記集合から前記他の一つの通信リ
ソーススケジューリング方式を選択する請求項１９に記載の無線通信装置。
【請求項２３】
　前記一つ又は複数のプロセッサーは、前記チャネル状態指示に基づいて確定したチャネ
ル品質が所定のレベルよりも低い/高い場合に、変調符号化のレートを低下/増加するよう
に構成されている請求項１４-１６のいずれか一項に記載の無線通信装置。
【請求項２４】
　前記送受信装置は、さらに、ユーザー機器へ通知を送信するように構成され、前記通知
は前記ユーザー機器により前記チャネル状態指示を送信するかどうかを指示する請求項１
４-１６のいずれか一項に記載の無線通信装置。
【請求項２５】
　前記送受信装置は、無線リソース制御シグナリング、物理下りリンク制御チャネル、又
は強化物理下りリンク制御チャネルにより前記通知を送信するように構成されている請求
項２４に記載の無線通信装置。
【請求項２６】
　基地局が行う無線通信方法であって、
　プリコーディングされたユーザー機器固有参照信号を送信し、
　ユーザー機器が当該ユーザー機器固有参照信号に基づいてフィードバックするチャネル
状態指示を受信し、
　前記チャネル状態指示に基づいて前記基地局の通信リソーススケジューリング方式と、
マルチアンテナプリコーディング方式と、変調符号化モードとのうちの少なくとも一つを
調整する無線通信方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、無線通信分野に関し、より具体的に、ユーザー機器側に用いられる無線通信
装置、基地局側に用いられる無線通信装置、ユーザー機器が行う無線通信方法及び基地局
が行う無線通信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の無線通信システムにおいて、ユーザー機器は、プリコーディングされていないセ
ル参照信号とチャネル状態情報参照信号とに応じてチャネルを推定し、基地局が送信する
ユーザー機器固有参照信号（UE-specific　RS）、例えば、下りリンク変調符号化参照信
号（DMRS）は下りリンク復調だけに用いられる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　周波数分割において、チャネル状態推定とフィードバックによる誤差は、基地局が理想
的通信リソースのスケジューリングと変調符号化方案の設定がなされることができないこ
とを引き起こすことで、実際の伝送が基地局の予想結果と大きくずれることを招く可能性
がある。
【０００４】
　以下では、本発明の実施例に関する簡単な概説を説明して、本発明のある局面に関する
基本的理解を提供する。この概説が本発明に関する取り尽くし的概説ではないと理解すべ
きである。それは、本発明の肝心又は重要部分を意図的に特定することではなく、本開示
の範囲を意図的に限定することでもない。その目的は、簡素化の形式で、ある概念を提供
して、後に論述するより詳しい技術の前述とするものである。
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【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の一局面によれば、ユーザー機器側に用いられる無線通信装置を提供する。当該
無線通信装置は一つ又は複数のプロセッサーを含む。当該プロセッサーは、基地局からの
ユーザー機器固有参照信号に基づいて基地局から前記ユーザー機器への等価チャネルを推
定し、推定された等価チャネルに基づいて基地局へフィードバックするためのチャネル状
態指示を生成するように配置されている。
【０００６】
　本発明の他の一局面によれば、ユーザー機器が行う無線通信方法を提供する。当該方法
は、基地局からのユーザー機器固有参照信号に基づいて基地局からユーザー機器への等価
チャネルを推定するステップを含む。当該方法は、推定された等価チャネルに基づいて基
地局へフィードバックするためのチャネル状態指示を生成するステップをさらに含む。
【０００７】
　本発明のさらに他の一局面によれば、基地局側に用いられる無線通信装置を提供する。
当該無線通信装置は送受信装置と、一つ又は複数のプロセッサーとを含む。送受信装置は
、プリコーディングされたユーザー機器固有参照信号を送信し、ユーザー機器が当該ユー
ザー機器固有参照信号に基づいてフィードバックするチャネル状態指示を受信するように
配置されている。当該プロセッサーは、チャネル状態指示に基づいて、基地局の通信リソ
ーススケジューリング方式と、マルチアンテナプリコーディング方式と、変調符号化モー
ドとの少なくとも一つを調整するように配置されている。
【０００８】
　本発明のさらに他の一局面によれば、基地局が行う無線通信方法を提供する。当該方法
は、プリコーディングされたユーザー機器固有参照信号を送信するステップを含む。当該
方法は、ユーザー機器が当該ユーザー機器固有参照信号に基づいてフィードバックするチ
ャネル状態指示を受信するステップをさらに含む。また、当該方法は、チャネル状態指示
に基づいて、基地局の通信リソーススケジューリング方式と、マルチアンテナプリコーデ
ィング方式と、変調符号化モードとの少なくとも一つを調整するステップをさらに含む。
【０００９】
　本発明の実施例による無線通信装置と方法は、ユーザー機器固有参照信号に基づいて推
定された等価チャネルによりチャネル状態指示を生成し、セル固有参照信号に基づいてチ
ャネル品質のフィードバックを行う従来の態様と比べて、チャネル品質のより正確な推定
を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
　本発明は、以下で図面に基づいて提供する詳細な記述を参考することでより良い理解を
得ることができ、その中、全ての図面において同一又は類似の符号を用いて同一又は類似
の部品を示す。上記図面は以下の詳細説明とともに本明細書に含まれ明細書の一部を形成
し、さらに例を挙げて本発明の好適な実施例を説明し、及び本開示の原理と長所を解釈す
るためのものである：
【図１】本発明の一実施例によるユーザー機器側に用いられる無線通信装置の構成例を示
すブロック図である。
【図２】本発明の他の一実施例によるユーザー機器側に用いられる無線通信装置の構成例
を示すブロック図。
【図３】本発明のさらに他の実施例によるユーザー機器側に用いられる無線通信装置の構
成例を示すブロック図である。
【図４】本発明の一実施例による、ユーザー機器が行う無線通信方法の過程例を示すフロ
ーチャートである。
【図５】本発明の一実施例による基地局側のための無線通信装置の構成例を示すブロック
図である。
【図６】本発明の他の一実施例による基地局側のための無線通信装置の構成例を示すブロ
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ック図である。
【図７】本発明の一実施例による、基地局が行う無線通信方法の過程例を示すフローチャ
ートである。
【図８】本発明の実施例の無線通信方法に対応する装置の間の情報交換過程を図解する模
式図である。
【図９】本開示の方法と装置を実現するコンピューターの例示的構造を示すブロック図で
ある。
【図１０】本開示の内容の技術を応用できるスマートフォンの例示的構成の例を示すブロ
ック図である。
【図１１】本開示の内容の技術を応用できるカーナビゲーション装置の例示的構成の例を
示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下では、図面を参照しながら本発明の実施例を説明する。本発明の一つの図面或いは
一つの実施形態で記述する要素及び特徴は一つ或いは複数の他の図面或いは実施形態で示
す要素及び特徴と組み合わせることができる。注意すべきところは、明らかにするために
、図面と説明において、本発明に関係がなく、当業者が既知の部品と処理の表示と記述を
省略した。
【００１２】
　次に、図１を参照して本発明の一実施例による無線通信装置１００を説明する。無線通
信装置１００はユーザー機器側に用いられる。後で説明するように、本発明の実施例によ
る無線通信装置はユーザー機器そのものであってもよい。しかし、本発明はこれに限定さ
れなく、例えば、本発明の実施例による無線通信装置はユーザー機器における一部、例え
ば通信制御部としてもよく、又はユーザー機器に接続される別体の装置であってもよい。
【００１３】
　図１に示すように、本実施例による無線通信装置１００はプロセッサー１１０を含む。
なお、図解と説明の便宜上、図面において機能モジュールでプロセッサー１１０における
推定ユニット１０１と生成ユニット１０３とを示している。推定ユニット１０１と生成ユ
ニット１０３とはプロセッサー１１０により実現可能な機能を示すが、必ずしもプロセッ
サー１１０における実際の部品ではないと理解される。また、図面に一つの破線枠でプロ
セッサー１１０を示したが、通信装置１００は複数のプロセッサーを含んでもよく、複数
のプロセッサーは協力して操作して推定ユニット１０１と生成ユニット１０３との機能を
達成してもよい。
【００１４】
　推定ユニット１０１は基地局からのユーザー機器固有参照信号に基づいて基地局からユ
ーザー機器への等価チャネルを推定するために用いられる。なお、ユーザー機器固有参照
信号は、例えば、３GPP LTE-A規格における当該ユーザー機器のための復調参照信号（DMR
S）を含む。
【００１５】
　また、ユーザー機器固有参照信号は基地局によりプリコーディングされてもよく、且つ
、等価チャネルは基地局からユーザー機器への物理チャネルと、相応するプリコーディン
グ行列との乗算となる。例えば、y=HPxでユーザー機器の受信したプリコーディングされ
た信号を示し、その中、xが基地局の送信する内容であり、Hが物理チャネル行列を示し、
Pがプリコーディング行列を示すとすると、積HPが等価チャネル行列である。注意する必
要があることは、ここで、ユーザー機器専有のDMRSはあくまでも一つの例であり、当業者
であれば、通信プロトコルの進化につれて、未来に現れる他のデータとともにプリコーデ
ィングされる参照信号も等価チャネルの推定に用いられることが可能であると理解され、
本発明はこれに限定しない。
【００１６】
　生成ユニット１０３は、推定された等価チャネルに基づいて基地局へフィードバックす
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るためのチャネル状態指示を生成するために用いられる。
【００１７】
　以上のように、チャネル状態指示（幾つかの例においてチャネル状態情報とも称する）
は当該等価チャネル品質指示、又は等価チャネル品質と他のチャネル状態情報とに基づい
て統合して生成する下りリンクチャネル品質指示を含んでもよい。対応するように、チャ
ネル状態指示が等価チャネル品質指示を含む例をとして、生成ユニット１０３は、推定さ
れた等価チャネルに基づいて量子化処理を行って等価チャネル品質指示を生成してもよい
。より具体的に、等価チャネル状態指示は等価チャネル品質インデックス（CQI）を含ん
でもよい。また、等価チャネル状態指示は、等価チャネル方向インデックス（CDI）と、
プリコーディング行列インデックス（PMI）と、ランクインデックス（RI）との中の一つ
又は複数をさらに含んでもよい。
【００１８】
　一つの実施例によれば、無線通信装置がユーザー機器固有参照信号に基づくチャネルフ
ィードバックは、サブバンドフィードバック、例えば、ユーザー機器固有参照信号を搬送
する物理下りリンク共有チャンネルPDSCHが存在するサブバンドに対するフィードバック
であってもよく。
【００１９】
　図２に示すように、無線通信装置２００のプロセッサー２１０は検出ユニット２０１と
生成ユニット２０３とを含む。検出ユニット２０１はユーザー機器に割り当てられた特定
の伝送リソース上にユーザー機器固有参照信号を検出するために用いられる。対応するよ
うに、生成ユニット２０３の生成するチャネル状態指示はサブバンドチャネル状態情報を
含む。
【００２０】
　本発明の実施例による通信装置は、ユーザー機器固有参照信号に基づいてチャネル状態
指示を生成する以外、基地局からのセル固有参照信号に基づいて基地局へフィードバック
するチャネル状態情報を生成してもよい。
【００２１】
　まだ図１を参照して、推定ユニット１０１は、さらに、基地局からのセル固有参照信号
又は/及びセルチャネル推定参照信号に基づいて基地局からユーザー機器へのチャネルを
推定するために用いられてもよい。対応するように、生成ユニット１０３は、推定された
チャネルに基づいて基地局へフィードバックするためのチャネル状態情報を生成してもよ
い。当該チャネル状態情報は、例えば、チャネル品質インデックス（CQI）と、チャネル
方向インデックス（CDI）と、プリコーディング行列インデックス（PMI）と、ランクイン
デックス（RI）の中の一つ又は複数を含んでもよい。本分野で知られているように、セル
固有参照信号は、例えば、セル参照信号（CRS）やチャネル状態情報参照信号（CSI-RS）
などを含む。各種の既存の方式によりセル固有参照信号に基づいて基地局からユーザー機
器へのチャネルを推定し、推定されたチャネルに基づいてチャネル状態情報を生成しても
よい。
【００２２】
　また、一つの実施例によれば、推定ユニット１０１は、ユーザー機器固有参照信号に基
づいて推定された等価チャネル、及びセル固有参照信号とセルチャネル推定参照信号との
少なくとも一つに基づいて推定されたチャネルを使用して基地局へフィードバックするた
めのチャネル状態指示を統合して生成ように配置されてもよい。例えば、推定ユニット１
０１は、CRS/CSI-RSに基づいて物理チャネル推定値を算出するとともに、等価チャネル推
定により物理チャネルの推定値を確定し、そして、このような二つの方式により得られる
推定を平均化し、当該平均値に応じて相応するチャネル状態指示、例えばPMI又はCQIを選
択してもよい。
【００２３】
　当該実施例において、この二つの方式により得られたチャネル推定を統合して単一のチ
ャネルの品質指示を得る。また、複数の分離するチャネル状態指示であってもよい。一つ
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の実施例によれば、推定ユニット１０１は、ユーザー機器固有参照信号に基づいて推定さ
れた等価チャネル、及びセル固有参照信号とセルチャネル推定参照信号との少なくとも一
つに基づいて推定されたチャネルに対して、基地局へフィードバックするためのチャネル
状態指示をそれぞれ生成するように配置されてもよい。この場合、例えば基地局により複
数のチャネル状態指示を統合して考慮することで、チャネル品質を判断してもよい。
【００２４】
　セル固有参照信号に基づいてフィードバックするチャネル状態情報は、例えば、基地局
により、通信リソーススケジューリング方式、マルチアンテナプリコーディング方式及び
変調符号化モードなどの初期設定を確定するとともに、その後にユーザー機器がユーザー
機器固有参照信号に基づいてフィードバックする等価チャネルのチャネル状態指示に基づ
いて基地局の通信リソーススケジューリング方式、マルチアンテナプリコーディング方式
及び変調符号化モードなどの設定を調整するために用いられてもよく、後で実施例と結び
つけてこれをより詳細に説明する。
【００２５】
　以上のように、本発明の実施例によるユーザー機器側に用いられる通信装置は、ユーザ
ー機器そのものであってもよい。図３に示すように、本実施例による通信装置３００は一
つ又は複数のプロセッサー３１０と、送受信装置３２０とを含む。プロセッサー３１０は
図１を参照して説明したプロセッサー１１０と類似する装置を有し、即ち、推定ユニット
１０１と生成ユニット１０３とそれぞれ類似する推定ユニット３０１と生成ユニット３０
３とを含むことができる。送受信装置３２０は、基地局へ生成ユニット３０３により生成
されるチャネル状態指示を送信するように配置されてもよい。例えば、送受信装置３２０
は、物理上りリンク制御チャネル（PUCCH）により当該チャネル状態指示を送信し、又は
、例えば物理上りリンク共有チャネル（PUSCH）リソースがスケジューリングされた場合
に、PUSCHにより当該チャネル状態指示を送信してもよい。
【００２６】
　また、一つの実施例による無線通信装置は、特定の条件に基づいて等価チャネルに対す
る推定と、相応するチャネル状態指示に対する生成及びフィードバックをトリガーするよ
うに配置されてもよい。当該特定の条件は、例えば、基地局からの通知（例えば非周期的
なチャネル状態報告要求）、到達周期的なチャネル状態報告タイミング、ユーザー機器の
通信品質変化（例えば品質の悪化、所定の閾値に達せず）などを含んでも良い。
【００２７】
　基地局の通知に基づいて、等価チャネルを反映するチャネル状態指示をフィードバック
するように要求する場合に、送受信装置３２０は、基地局からの通知を受信するように配
置されてもよく、当該通知は、ユーザー機器によりチャネル状態指示を送信するかどうか
を指示する。当該通知は、例えば、基地局が無線リソース制御（RRC）シグナリング、物
理下りリンク制御チャネル（PDCCH）、又は強化物理下りリンク制御チャネル（ePDCCH）
より送信されてもよい。他の一つの例において、基地局は、例えばRRCの上位層シグナリ
ングによりユーザー機器による等価チャネルに関するチャネル状態の周期的な報告を配置
し、配置情報には周期タイミングを含み、ユーザー機器の送受信装置３２０は上記配置情
報を受信するとともに、指定された周期に基づいて測定して報告する。なお、等価チャネ
ルの推定について、一般に、基地局のデータ伝送（PDSCHの上にロードされる）に依存す
るので、基地局は各ユーザー機器と基地局との間のデータ伝送特徴（例えば周波数）に基
づいて異なる周期をそれぞれ設定してもよい。幾つかの例において、基地局は、ユーザー
機器と基地局との間のデータ伝送特徴に基づいてフィードバック期間（duration）を設置
し、例えば指定するフィードバック期間内のみでフィードバックを行う。
【００２８】
　以上で、本発明の実施例の無線通信装置に対する記述過程において、さらに、幾つかの
処理又は方法を開示する。以下では、以上で既に検討されたある細部を重複しない上で、
これらの方法の概述を提供する。
【００２９】
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　図４に示すように、本発明の実施例によるユーザー機器が行う無線通信方法は、基地局
からのユーザー機器固有参照信号に基づいて基地局からユーザー機器への等価チャネルを
推定するステップS４１０と、推定された等価チャネルに基づいて基地局へフィードバッ
クするためのチャネル状態指示を生成するステップS４２０とを含む。
【００３０】
　本発明の実施例によれば、基地局側に用いられる無線通信装置をさらに含む。
【００３１】
　図５に示すように、基地局側に用いられる無線通信装置５００は、送受信装置５２０と
、一つ又は複数のプロセッサー５１０とを含む。
【００３２】
　送受信装置５２０は、プリコーディングされたユーザー機器固有参照信号を送信するよ
うに配置されている。ユーザー機器固有参照信号は、例えば、当該ユーザー機器のための
復調参照信号を含む。
【００３３】
　送受信装置５２０は、さらに、ユーザー機器が当該ユーザー機器固有参照信号に基づい
てフィードバックするチャネル状態指示を受信するように配置されている。上記のように
、当該チャネル状態指示は、ユーザー機器が基地局からのユーザー機器固有参照信号に基
づいて基地局からユーザー機器への等価チャネルを推定し、推定された等価チャネルに基
づいて生成したチャネル状態指示である。より具体的に、等価チャネルは、基地局からユ
ーザー機器への物理チャネルと相応するプリコーディング行列との乗算であってもよい。
チャネル状態指示は、量子化処理を行った等価CQI、等価CDI、PMI及びRIなどを含んでも
よく、又はチャネル状態指示は等価チャネル状態と、CRS/CSI-RSに基づいて推定された伝
統的チャネル状態を統合して生成した等価チャネルを反映するチャネル状態指示を含んで
もよい。
【００３４】
　プロセッサー５１０は、チャネル状態指示に基づいて、基地局の通信リソーススケジュ
ーリング方式と、マルチアンテナプリコーディング方式と、変調符号化モードとの少なく
とも一つを調整するように配置されている調整ユニット５０１を含む。
【００３５】
　一つの具体的な例として、一つのセルにおいて一つのマルチアンテナ基地局eNBと、番
号がUE０、UE１、UE２である、三つのeNB伝送対象としてのユーザー機器とを有する。ス
ケジューリング対象がUE０である例として、仮に実際の伝送チャネル状況に応じて、eNB
は上記複数のユーザー機器においてUE０とUE１とを呼び出してあるリソースブロック上に
マルチユーザ多入力多出力（MU-MIMO）通信を行うべきであるが、例えばセル固有参照信
号に基づいてチャネル推定とフィードバックを行う誤差に起因して、eNBは、まず、誤差
が大きいチャネルフィードバックに応じて、実際に互いに大きく干渉するUE０とUE２とを
呼び出して当該リソース上にMU-MIMOを行い（例えば基地局がCRSに対するチャネルフィー
ドバックに応じてUE０とそれぞれのユーザー機器のチャネルとの関連程度がUE２<UE１<UE
３であると確定する）、UE０の下りリンク伝送効果が悪く、等価チャネルのCQIが低くな
ることを招くようになっている。本発明の方案によれば、UE０は、ユーザー機器固有参照
信号に基づいてeNBへ等価チャネルを反映するCQIをフィードバックする。eNBは、等価CQI
のフィードバックに応じて（例えば等価CQIが閾値よりも小さいことを判断する）リソー
ススケジューリングを調整してもよく、例えば、CRSチャネルがフィードバックするチャ
ネル関連程度が次に小さいUE１とUE０を呼び出してMU-MIMOを行い、MU-MIMOプリコーディ
ング行列を新たに算出し、UE０の等価チャネルフィードバックにより呼び出し効果を確認
することを試みてもよい。従って、本発明の実施例は、ユーザー機器固有参照信号に基づ
いて等価チャネルの品質フィードバックを行うことにより、チャネル品質フィードバック
の精度を向上させることができる。
【００３６】
　ユーザー機器固有参照信号を送信する以外、本発明の実施例による基地局側無線通信装
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置は、セル固有参照信号とセルチャネル推定参照信号との少なくとも一つを送信してもよ
い。
【００３７】
　図６に示すように、一つの実施例による基地局側無線通信装置６００は、送受信装置６
２０と、プロセッサー６１０とを含む。送受信装置６２０は、ユーザー機器固有参照信号
を送信する以外、さらに、セル固有参照信号とセルチャネル推定参照信号との少なくとも
一つを送信し、ユーザー機器からの、セル固有参照信号とセルチャネル推定参照信号との
少なくとも一つに基づいて推定されたチャネル状態情報を含むフィードバック情報を受信
するように配置されている。なお、セル固有参照信号は例えばCRSであり、セルチャネル
推定参照信号は例えばCSI-RSである。ユーザー機器がフィードバックするチャネル状態情
報は例えばCQI、CDI、PMI、RIなどを含んでもよい。
【００３８】
　プロセッサー６１０は、確定ユニット６０３と調整ユニット６０１とを含み、確定ユニ
ット６０３は、送受信装置６２０が受信したフィードバック情報に基づいて通信リソース
スケジューリング、マルチアンテナプリコーディング方式、又は変調符号化モードの初期
設定を確定するために用いられる。調整ユニット６０１は、送受信装置６２０が受信した
、ユーザー機器がユーザー機器固有参照信号に基づいて確定したチャネル状態情報に基づ
いて、確定ユニット６０３により確定される上記初期設定を調整するために用いられる。
【００３９】
　特に、通信リソーススケジューリング方式の調整について、一つの実施例による基地局
側無線通信装置は、予定の候補の通信リソーススケジューリングの集合から通信リソース
スケジューリングの調整方式を確定してもよい。具体的に、基地局がMU-MIMOスケジュー
リングを行う場合に、ユーザー機器からのチャネル状態指示が指示するチャネル品質が所
定のレベルよりも低いと、現在のユーザースケジューリング方式を候補の通信リソースス
ケジューリング方式集合から選択する他の一つの通信リソーススケジューリング方式に変
更してもよい。当該集合は、推定された通信レートに従ってソートを行った複数の候補の
通信リソーススケジューリング方式を含んでもよく、ソートに基づいて当該集合から通信
リソーススケジューリングの初期設定を選択してもよい。また、ユーザー機器からの等価
チャネルの状態指示に基づいて確定した通信レートと、候補の通信リソーススケジューリ
ング方式の推定通信レートを比較することで、当該集合から他の一つの通信リソーススケ
ジューリング方式を選択してもよい。
【００４０】
　例えば、基地局は、MU-MIMOを行う場合に、異なるユーザーの組合せに応じて予想総通
信レートを算出しソートを行ってもよい。基地局は、第１のユーザー組合せを選択して初
期設定として、それからユーザー機器からの等価チャネルフィードバックに基づいて実際
の総レートを判断し、実際の総レートが第２のユーザー組合せの総レートよりも著しく低
いと、ユーザー再スケジューリングを行い、例えば第２のユーザー組合せを呼び出しても
よい。他のスケジューリング方式は、例えば、周波数スケジューリング、シングルユーザ
ースケジューリングなどをさらに含む。
【００４１】
　変調符号化方式（MCS）の調整について、一つの具体的実施例によれば、ユーザー機器
からの等価チャネル状態指示に基づいて確定したチャネル品質がある所定のレベルよりも
低い場合に、変調符号化のレートを低下し、確定されたチャネル品質がある所定のレベル
よりも高い場合に、変調符号化のレートを向上することができる。
【００４２】
　例えば、ユーザー機器のフィードバックする等価チャネルCQIに応じて変調符号化のレ
ートを調整し、nを予め定義し、等価チャネルCQIが所望のCQIよりもn個のレベルだけ低い
又は高いと、基地局は相応して変調符号化のレートの調整を行うことができる。
【００４３】
　また、ユーザー機器は、基地局の通知に基づいて等価チャネルのチャネル品質フィード
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バックを行ってもよい。一つの実施例によれば、基地局側無線通信装置の送受信装置は、
ユーザー機器へ通知を送信するように配置され、当該通知は、ユーザー機器により、ユー
ザー機器固有参照信号に基づいて確定したチャネル状態指示を送信するかどうかを指示す
る。例えば、送受信装置は、RRCシグナリング、PDCCH、又はePDCCHによりユーザー機器へ
当該通知を送信してもよい。
【００４４】
　本発明の実施例は、基地局が行う無線通信方法をさらに含む。図７に示すように、本実
施例による方法は、プリコーディングされたユーザー機器固有参照信号を送信するステッ
プS７１０と、ユーザー機器が当該ユーザー機器固有参照信号に基づいてフィードバック
するチャネル状態指示を受信するステップS７２０と、チャネル状態指示に基づいて、基
地局の通信リソーススケジューリング方式と、マルチアンテナプリコーディング方式と、
変調符号化モードとの少なくとも一つを調整するステップS７３０とを含む。
【００４５】
　次に、図８を参照しながら本発明の例示的実施形態による無線通信方法が基地局とユー
ザー機器との間に通信過程を行う例を説明する。
　過程１において、基地局はユーザー機器へセル固有参照信号、例えばCRS/CSI-SRを送信
する。
　過程２において、ユーザー機器は当該セル固有参照信号に基づいてチャネル推定を行う
。
　過程３において、ユーザー機器は当該チャネル推定を量子化してチャネル推定量子化値
を得る。
　過程４において、ユーザー機器は当該チャネル推定量子化値を基地局にフィードバック
する。
　過程５において、基地局は当該フィードバックに基づいて通信リソーススケジューリン
グ、マルチアンテナプリコーディング方式及び変調符号化モード等の初期設定を確定する
。
　過程６において、基地局はユーザー機器へ、ユーザー機器固有参照信号、例えばDMRSを
送信する。
　過程７において、ユーザー機器はユーザー機器固有参照信号に基づいて等価チャネル推
定を行う。
　過程８において、ユーザー機器は下りリンクデータ復調を行う。
　過程９において、ユーザー機器は等価チャネル推定を量子化して等価チャネル推定量子
化値を得る。
　過程１０において、ユーザー機器は当該等価チャネル推定量子化値を基地局にフィード
バックする。
　過程１１において、基地局は当該フィードバックに基づいて予定の条件を満たすことを
確定する場合に、通信リソーススケジューリング、マルチアンテナプリコーディング方式
及び変調符号化モードなどを調整する。
【００４６】
　例として、上記方法の各ステップ及び上記装置の各構成モジュール及び/又はユニット
はソフトウェア、ファームウエア又はそれらの組合として実現できる。ソフトウェア又は
ファームウエアにより実現される場合に、記憶媒体或いはネットワークから専用ハードウ
ェア構造を有するコンピューター（例えば図９に示す汎用パーソナルコンピューター１０
００）に上記方法を実施するためのソフトウェアのプログラムをインストールすることが
でき、当該コンピューターは各種のプログラムがインストールされている場合、各種の機
能等を実行できる。
【００４７】
　図９において、演算処理ユニット（即ち、ＣＰＵ）１００１は、読取専用メモリ（ROM
）１００２に記憶されているプログラム或いは記憶部１００８からランダムアクセスメモ
リ（ＲＡＭ）１００３にロードしたプログラムに基づいて各種の処理を実行する。ＲＡＭ
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１００３にも、必要に応じてＣＰＵ１００１が各種の処理等を実行する際に必要なデータ
が記憶される。ＣＰＵ
１００１、ＲＯＭ１００２、ＲＡＭ １００３はバス１００４を介して互いに接続されて
いる。入力/出力インターフェース１００５もバス１００４に接続されている
【００４８】
　入力部１００６（キーボード、マウス等を含む）、出力部１００７（ディスプレイ、例
えば陰極線管（ＣＲＴ）、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）等、スピーカ等を含む）、記憶部
１００８（ハードディスク等を含む）、通信部１００９（ネットワークインターフェース
カード例えばＬＡＮカード、モデム等を含む）は入力/出力インターフェース１００５に
接続されている。通信部１００９は、ネットワーク、例えばインターネットを介して通信
処理を実行する。必要に応じて、ドライバー１０１０も入力/出力インターフェース１０
０５に接続されてもよい。リムーバブルメディア１０１１、例えばディスク、光ディスク
、光磁気ディスク、半導体メモリ等は、必要に応じてドライバー１０１０に装着され、そ
の中から読み出したコンピュータプログラムが必要に応じて記憶部１００８にインストー
ルされるようにする。
【００４９】
　ソフトウェアにより上記の一連の処理を実現する場合に、ネットワーク、例えばインタ
ーネット或いは記憶媒体、例えばリムーバブルメディア１０１１からソフトウェアを構成
するプログラムをインストールする。
【００５０】
　当業者であれば、この種の記憶媒体は、図９に示す、その中にプログラムが記憶され装
置に別途配分してユーザにプログラムを提供するリムーバブルメディア１０１１に限定さ
れないことが理解される。リムーバブルメディア１０１１の例は、磁気ディスク（フロッ
ピーディスク（登録商標））、光ディスク（光ディスク読取専用メモリ（ＣＤ－ROM）と
デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）を含む）、光磁気ディスク（ミニディスク（ＭＤ）（
登録商標）を含む）、半導体メモリを含む。又は、記憶媒体は、ROM１００２、記憶部１
００８に含まれるハードディスク等であってもよく、その中にプログラムが記憶され、且
つこれらを含む装置とともにユーザに配分される。
【００５１】
　本発明の実施例は、さらに、機器が読み取り可能なプログラム指令コードを記憶してい
るプログラム製品に関する。前記指令コードは機器に読み取られて実行される場合に、上
記本発明の実施例による方法を実行できる。
【００５２】
　対応するように、上記した機器が読み取り可能な指令コードが記憶されているプログラ
ム製品を搭載するための記憶媒体も本発明の開示に含まれる。上記記憶媒体はフロッピー
ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、メモリカード、メモリースティック等が含まれ
るが、これに限られない。
【００５３】
　本出願の実施例はさらに、以下の電子機器に関する。電子機器を基地局側に応用する場
合に、電子機器は、任意のタイプの進化型ノードB（eNB）、例えばマクロeNBとスモールe
NBとして実現してもよい。スモールeNBはマクロセルより小さいセルをカバーするeNB、例
えばピコファラドeNB、マイクロeNB、ホーム（フェムト）eNBであってもよい。その代わ
りに、電子機器は、任意の他のタイプの基地局、例えばNodeBとベーストランシーバ基地
局（BTS）として実現されてもよい。電子機器は、無線通信を制御するように配置される
本体（基地局デバイスとも称する）と、本体と異なる箇所に設置される一つ又は複数のリ
モート無線ヘッド（RRH）とを含んでもよい。また、以下記述する各種のタイプの端末は
、基地局機能を一時又は半恒久的に実行することにより基地局として作動する。
【００５４】
　電子機器をユーザー機器側に応用する場合に、例えば、移動端末（例えばスマートフォ
ン、タブレットパソコンコンピュータ（PC）、ノートPC、携帯型ゲーム端末、携帯型/ウ
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オッチドッグ型移動ルータとデジタル撮像装置）又は車載端末（例えばカーナビゲーショ
ン装置）として実現されてもよい。また、電子機器は、上記端末における端末ごとに取り
付けられた無線通信モジュール（例えば単一又は複数のチップを含む集成回路モジュール
）であってもよい。
【００５５】
　[端末装置の応用例について]
　（第１の応用例）
　図１０は本開示の内容の技術を応用できるスマートフォン２５００の例示的構成を示す
ブロック図である。スマートフォン２５００は、プロセッサー２５０１、メモリ２５０２
、記憶装置２５０３、外部接続インタフェース２５０４、撮像装置２５０６、センサ２５
０７、マイクロホン２５０８、入力装置２５０９、表示装置２５１０、スピーカー２５１
１、無線通信インタフェース２５１２、一つ又は複数のアンテナスイッチ２５１５、一つ
又は複数のアンテナ２５１６、バス２５１７、バッテリ２５１８及びアシストコントロー
ラー２５１９を含む。
【００５６】
　プロセッサー２５０１は例えばCPU又はSoCであってもよく、スマートフォン ２５００
のアプリケーション層とその他の層の機能を制御する。メモリ２５０２はRAMとROMを含み
、データと、プロセッサ２５０１１により実行されるプログラムを記憶する。記憶装置２
５０３は記憶媒体、例えば半導体メモリとハードディスクを含んでもよい。外部接続イン
タフェース２５０４は、外部装置（メモリカードとユニバーサル・シリアル・バス（USB
））をスマートフォン２５００に接続するためのインタフェースである。
【００５７】
　撮像装置２５０６が画像センサ(例えばＣＣＤ（Charge　Coupled　Device）、ＣＭＯＳ
（Complementary　Metal　Oxide　Semiconductor）)を含み、キャプチャ画像を生成する
。センサ２５０７は例えば、測定センサ、ジャイロセンサ、地磁気センサ及び加速度セン
サなどのセンサ群を含み得る。マイクロフォン２５０８はスマートフォン２５００に入力
される音声を音声信号に変換する。入力装置２５０９は例えば表示装置２５１０のスクリ
ーン上のタッチを検出するように配置されるタッチセンサ、キーパッド、キーボード、ボ
タン又はスイッチを含み、ユーザーから入力される操作又は情報を受信する。表示装置２
５１０はスクリーン(例えば液晶ディスプレイ(LCD)、有機発光ダイオード(OLED)ディスプ
レイ)を含み、スマートフォン２５００の出力画像を表示する。スピーカ２５１１はスマ
ートフォン２５００から出力される音声信号を音声に変換する。
【００５８】
　無線通信インタフェース２５１２は任意のセルラー通信方式(例えばLTE、ＬＴＥ－Ａｄ
ｖａｎｃｅｄ)をサポートし、無線通信を実行する。無線通信インタフェース２５１２は
、一般に、例えばBBプロセッサ２５１３とRF回路２５１４とを含んでもよい。BBプロセッ
サ２５１３は例えば符号化/復号化、変調/復調及び多重化/逆多重化を実行してもよく、
無線通信のための様々な信号処理を実行する。一方、RF回路２５１４は例えばミキサ、フ
ィルタ及びアンプを含んでもよく、アンテナ２５１６を介して無線信号を送受信する。無
線通信インタフェース２５１２はBBプロセッサ２５１３とRF回路２５１４を集積した一つ
のチップモジュールであってもよい。図１０に示すように、無線通信インタフェース２５
１２は複数のBBプロセッサ２５１３と複数のRF回路２５１４を含んでもよい。図１０は無
線通信インタフェース２５１２が複数のBBプロセッサ２５１３と複数のRF回路２５１４を
含む例を示したが、無線通信インタフェース２５１２は単一のBBプロセッサ２５１３又は
単一のRF回路２５１４を含んでもよい。
【００５９】
　また、セルラー通信方式を除き、無線通信インタフェース２５１２は他の種類の無線通
信方式、例えば近距離無線通信方式、近接無線通信方式又は無線ＬＡＮ（Local　Area　N
etwork）方案をサポートしてもよく。この場合、無線通信インタフェース２５１２は無線
通信方式ごとのBBプロセッサ２５１３とRF回路２５１４を含んでもよい。
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【００６０】
　アンテナスイッチ２５１５の各々は、無線通信インタフェース２５１２に含まれる複数
の回路（例えば、異なる無線通信方式のための回路）の間にアンテナ２５１６の接続先を
切り替える。
【００６１】
　アンテナ２５１６の各々は単一の又は複数のアンテナ素子（例えば、ＭＩＭＯアンテナ
に含まれる複数のアンテナ素子）を含み、無線通信インタフェース２５１２による無線信
号の送受信のために用いられる。図１０に示すように、スマートフォン２５００は複数の
アンテナ２５１６を含んでもよい。図１２はスマートフォン２５００が複数のアンテナ２
５１６を含む例を示したが、スマートフォン２５００は単一のアンテナ２５１６を含んで
もよい。
【００６２】
　また、スマートフォン２５００は無線通信方式ごとにアンテナ２５１６を含んでもよい
。この場合、アンテナスイッチ２５１５はスマートフォン２５００の構成から省略されて
もよい。
【００６３】
　バス２５１７は、プロセッサ２５０１、メモリ２５０２、記憶装置２５０３、外部接続
インタフェース２５０４、撮像装置２５０６、センサ２５０７、マイクロフォン２５０８
、入力装置２５０９、表示装置２５１０、スピーカ２５１１、無線通信インタフェース２
５１２及び補助コントローラ２５１９を互いに接続する。バッテリー２５１８は図中に破
線で部分的に示した支線を介して図１２に示すスマートフォン２５００の各ブロックに電
力を供給する。補助コントローラ２５１９は例えば、スリープモードにおいて、スマート
フォン２５００の必要最低限の機能を動作させる。
【００６４】
　（第２の応用例）
　図１１は本開示の内容の技術を応用できるカーナビゲーション装置２６２０の例示的構
成の例を示すブロック図である。カーナビゲーション装置２６２０は、プロセッサ２６２
１、メモリ２６２２、ＧＰＳ（Global　Positioning　System）モジュール２６２４、セ
ンサ２６２５、データインタフェース２６２６、コンテンツプレーヤ２６２７、記憶媒体
インタフェース２６２８、入力装置２６２９、表示装置２６３０、スピーカ２６３１、無
線通信インタフェース２６３３、一つ又は複数のアンテナスイッチ２６３６、一つ又は複
数のアンテナ２６３７及びバッテリー２６３８を含む。
【００６５】
　プロセッサ2621は例えばCPU又はSoCであってもよく、カーナビゲーション装置２６２０
ののナビゲーション機能及びその他の機能を制御する。メモリ２６２２はRAMとROMを含み
、データと、プロセッサ２６２１により実行されるプログラムを記憶する。
【００６６】
　GPSモジュール２６２４はGPS衛星から受信されるGPS信号を用いて、カーナビゲーショ
ン装置２６２０の位置（例えば、緯度、経度及び高度）を測定する。センサ２６２５は、
例えば、ジャイロセンサ、地磁気センサ及び気圧センサのセンサ群を含んでもよい。デー
タインタフェース２６２６は、図示しない端末を介して例えば、車載ネットワーク２６４
１に接続され、車両で生成されるデータ(例えば車速データ)を取得する。
【００６７】
　コンテンツプレーヤ２６２７は記憶媒体インタフェース２６２８に挿入される記憶媒体
（例えば、ＣＤ又はＤＶＤ）に記憶されているコンテンツを再生する。入力装置２６２９
は例えば表示装置２６３０のスクリーン上のタッチを検出するように配置されるタッチセ
ンサ、ボタン又はスイッチを含み、ユーザから入力される操作又は情報を受信する。表示
装置２６３０は例えばLCD又はOLEDディスプレイのスクリーンを含み、ナビゲーション機
能の画像又は再生されるコンテンツを表示する。スピーカ２６３１は、ナビゲーション機
能の音声又は再生されるコンテンツを出力する。
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【００６８】
　無線通信インタフェース２６３３は任意のセルラー通信方式(例えばLTE、ＬＴＥ－Ａｄ
ｖａｎｃｅｄ)をサポートし、無線通信を実行する。無線通信インタフェース２６３３は
、一般に、例えばBBプロセッサ２６３４とRF回路２６３５とを含んでもよい。BBプロセッ
サ２６３４は例えば符号化/復号化、変調/復調及び多重化/逆多重化を実行し、無線通信
のための様々な信号処理を実行してもよい。一方、RF回路２６３５は例えばミキサ、フィ
ルタ及びアンプを含んでもよく、アンテナ２６３７を介して無線信号を送受信する。無線
通信インタフェース２６３３はBBプロセッサ２６３４とRF回路２６３５を集積したワンチ
ップのモジュールであってもよい。図１１に示すように、無線通信インタフェース２６３
３は複数のBBプロセッサ２６３４と複数のRF回路２６３５を含んでもよい。図１１は無線
通信インタフェース２６３３が複数のBBプロセッサ２６３４と複数のRF回路２６３５を含
む例を示したが、無線通信インタフェース２６３３は単一のBBプロセッサ２６３４又は単
一のRF回路２６３５を含んでもよい。
【００６９】
　また、セルラー通信方式を除き、無線通信インタフェース２６３３は他の種類の無線通
信方式、例えば、近距離無線通信方式、近接無線通信方式又は無線ＬＡＮ方式をサポート
してもよい。この場合、それぞれの無線通信方式に対して、無線通信インタフェース２６
３３はBBプロセッサ２６３４とRF回路２６３５を含んでもよい。
【００７０】
　アンテナスイッチ２６３６の各々は、無線通信インタフェース２６３３に含まれる複数
の回路（例えば、異なる無線通信方式のための回路）の間にアンテナ２６３７の接続先を
切り替える。
【００７１】
　アンテナ２６３７中の各々は、単一の又は複数のアンテナ素子（例えば、ＭＩＭＯアン
テナに含まれる複数のアンテナ素子）を含み、無線通信インタフェース２６３３による無
線信号の送受信のために用いられる。図１１に示すように、カーナビゲーション装置２６
２０は複数のアンテナ２６３７を含んでもよい。図１３はカーナビゲーション装置２６２
０が複数のアンテナ２６３７を含む例を示したが、カーナビゲーション装置２６２０は単
一のアンテナ２６３７を含んでもよい。
【００７２】
　また、カーナビゲーション装置は無線通信方式ごとにアンテナ２６３７を含んでもよい
。この場合、アンテナスイッチ２６３６はカーナビゲーション装置２６２０の構成から省
略されてもよい。
【００７３】
　バッテリー２６３８は、図中に破線で部分的に示した支線を介して、図１１に示したカ
ーナビゲーション装置２６２０の各ブロックに電力を供給する。また、バッテリー２６３
８は、車両側から給電される電力を蓄積する。
【００７４】
　本開示の内容の技術は、カーナビゲーション装置２６２０と、車載ネットワーク２６４
１と、車両モジュール２６４２との中の１つ又は複数のブロックを含む車載システム（又
は車両）２６４０として実現されてもよい。車両モジュール２６４２は車両データ（例え
ば車速、エンジン回転数、故障情報）を生成し、生成したデータを車載ネットワーク２６
４１に出力する。
【００７５】
　以上で、本発明の具体的な実施例の記述において、一種の実施形態に対して記述及び/
又は示す特徴は、同一又は類似の方式で一つ又は複数の他の実施形態に使用され、他の実
施形態における特徴と組合せ、又は他の実施形態における特徴を置き換えることができる
。
【００７６】
　なお、用語「含む/包含」は、本文で使用される際に、特徴、要素、ステップ又はコン
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ポーネントの存在を指すが、一つ又は複数の他の特徴、要素、ステップ又はコンポーネン
トの存在又は添加を排除しない。
【００７７】
　上記の実施例と例において、数字からなる符号を用いてそれぞれのステップ及び/又は
ユニットを示した。当業者であれば、これらの符号は、記述と製図を便宜に行うために、
その順序又はいかなる他の限定を示すことはない。
【００７８】
　また、本発明の方法は、明細書に記述される時間順に従って実行することを限定せず、
他の時間順に従って、並行又は独立に実行されることが可能である。従って、本明細書に
記述される方法の実行順は、本発明の技術的範囲を制限しない。
【００７９】
　以上に本発明の具体的な実施例に対する記述にて本発明を開示したが、上記の全ての実
施例と例は例示的であり、制限しないと理解される。当業者は付随する特許請求の精神と
範囲において、本発明に対する各種の修正、改進または均等物を設計することができる。
これらの修正、改進または均等物も本発明の保護範囲に該当することは明らかである。
 

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図６】

【図７】

【図８】 【図９】
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【図１０】 【図１１】

【手続補正書】
【提出日】平成29年7月31日(2017.7.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザー機器側に用いられる無線通信装置であって、
　前記ユーザー機器にサービスする基地局からのプリコーディング参照信号に基づいて前
記基地局から前記ユーザー機器への等価チャネルを推定し、
　前記基地局へフィードバックするための推定された等価チャネルのチャネル状態指示を
生成するように構成されている一つ又は複数のプロセッサーを含み、
　前記チャネル状態指示は推定された等価チャネルを条件として得られるチャネル品質指
示を含む無線通信装置。
【請求項２】
　前記一つ又は複数のプロセッサーは、さらに、前記ユーザー機器に割り当てられた特定
の伝送リソース上に前記プリコーディング参照信号を検出するように構成されている請求
項１に記載の無線通信装置。
【請求項３】
　前記チャネル状態指示はサブバンドチャネル状態情報に対応する請求項２に記載の無線
通信装置。
【請求項４】
　前記プリコーディング参照信号は既に前記基地局によりプリコーディング行列でプリコ
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ーディングされ、且つ前記等価チャネルは前記プリコーディング行列を適用した、前記基
地局から前記ユーザー機器への物理チャネルに対応する請求項１記載の無線通信装置。
【請求項５】
　前記チャネル状態指示は、前記等価チャネルを条件として得られるチャネル方向インデ
ックスと、プリコーディング行列インデックスと、ランクインデックスとの中の一つ又は
複数をさらに含む請求項１に記載の無線通信装置。
【請求項６】
　前記一つ又は複数のプロセッサーは、さらに、前記基地局からの非プリコーディング参
照信号に基づいて前記基地局から前記ユーザー機器へのチャネルを推定ように構成されて
いる請求項１に記載の無線通信装置。
【請求項７】
　前記一つ又は複数のプロセッサーは、前記プリコーディング参照信号に基づいて推定さ
れた前記等価チャネル、及び前記非プリコーディング参照信号に基づいて推定された前記
チャネルを使用して、前記基地局にフィードバックする前記チャネル状態指示を生成する
ように構成されている請求項６に記載の無線通信装置。
【請求項８】
　前記一つ又は複数のプロセッサーは、それぞれ、前記プリコーディング参照信号に基づ
いて推定された前記等価チャネル、及び前記非プリコーディング参照信号に基づいて推定
された前記チャネルに対して、前記基地局にフィードバックする前記チャネル状態指示を
生成するように構成されている請求項６に記載の無線通信装置。
【請求項９】
　前記プリコーディング参照信号は前記ユーザー機器に特定するユーザー機器固有参照信
号である請求項１に記載の無線通信装置。
【請求項１０】
　前記無線通信装置は前記ユーザー機器であり、且つ前記無線通信装置は送受信装置をさ
らに含み、前記送受信装置は前記基地局へ前記チャネル状態指示を送信するように構成さ
れている請求項１～９のいずれか一項に記載の無線通信装置。
【請求項１１】
　前記送受信装置は、さらに、前記基地局からの通知を受信するように構成され、前記通
知は前記ユーザー機器により前記チャネル状態指示を送信するかどうかを指示する請求項
１０に記載の無線通信装置。
【請求項１２】
　前記送受信装置は、物理上りリンク制御チャネル又は物理上りリンク共有チャネルによ
り前記チャネル状態指示を送信するように構成されている請求項１０に記載の無線通信装
置。
【請求項１３】
　ユーザー機器が行う無線通信方法であって、
　前記ユーザー機器にサービスする基地局からのプリコーディング参照信号に基づいて前
記基地局から前記ユーザー機器への等価チャネルを推定し、
　前記基地局へフィードバックするための推定された等価チャネルのチャネル状態指示を
生成することを含み、
　前記チャネル状態指示は推定された等価チャネルを条件として得られるチャネル品質指
示を含む無線通信方法。
【請求項１４】
　基地局側に用いられる無線通信装置であって、
　前記基地局のサービスするユーザー機器へプリコーディング参照信号を送信し、前記ユ
ーザー機器が前記プリコーディング参照信号に基づいてフィードバックする、等価チャネ
ルを推定するチャネル状態指示を受信するように構成されている送受信装置と、
　前記チャネル状態指示に基づいて前記基地局の通信リソーススケジューリング方式と、
マルチアンテナプリコーディング方式と、変調符号化モードとのうちの少なくとも一つを
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確定するように構成されている一つ又は複数のプロセッサーとを含み、
　前記チャネル状態指示は推定された等価チャネルを条件として得られるチャネル品質指
示を含む無線通信装置。
【請求項１５】
　前記チャネル状態指示は、前記等価チャネルを条件として得られるチャネル方向インデ
ックスと、プリコーディング行列インデックスと、ランクインデックスとの中の一つ又は
複数をさらに含む請求項１４に記載の無線通信装置。
【請求項１６】
　前記プリコーディング参照信号は既に前記基地局によりプリコーディング行列でプリコ
ーディングされ、且つ前記等価チャネルは前記プリコーディング行列を適用した、前記基
地局から前記ユーザー機器への物理チャネルに対応する請求項１４に記載の無線通信装置
。
【請求項１７】
　前記チャネル状態指示は、等価チャネル方向インデックスと、プリコーディング行列イ
ンデックスと、ランクインデックスの中の一つ又は複数をさらに含む請求項１６に記載の
無線通信装置。
【請求項１８】
　前記送受信装置は、さらに、非プリコーディング参照信号を送信し、前記ユーザー機器
からの、前記非プリコーディング参照信号に基づいて推定されたチャネル状態情報を含む
フィードバック情報を受信するように構成され、且つ、
　一つ又は複数のプロセッサーは、さらに、前記フィードバック情報に基づいて前記通信
リソーススケジューリング、前記マルチアンテナプリコーディング方式、又は前記変調符
号化モードの初期設定を確定するように構成されている請求項１４～１６のいずれか一項
に記載の無線通信装置。
【請求項１９】
　前記一つ又は複数のプロセッサーは、前記基地局がマルチユーザ多入力多出力スケジュ
ーリングを行う場合に、前記チャネル状態指示が指示するチャネル品質が所定のレベルよ
りも低いと、現在のユーザースケジューリング方式を、候補の通信リソーススケジューリ
ング方式の集合から選択する他の一つの通信リソーススケジューリング方式に変更するよ
うに構成されている請求項１４～１６のいずれか一項に記載の無線通信装置。
【請求項２０】
　基地局が行う無線通信方法であって、
　前記基地局のサービスするユーザー機器へプリコーディング参照信号を送信し、前記ユ
ーザー機器が前記プリコーディング参照信号に基づいてフィードバックする、等価チャネ
ルを推定するチャネル状態指示を受信し、
　前記チャネル状態指示に基づいて前記基地局の通信リソーススケジューリング方式と、
マルチアンテナプリコーディング方式と、変調符号化モードとのうちの少なくとも一つを
確定することを含み、
　前記チャネル状態指示は推定された等価チャネルを条件として得られるチャネル品質指
示を含む無線通信方法。
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